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背景
近年、世界が不況に陥っている中で、特にアパレル企業にもその影響が及んでいる。
その中で日本のアパレル企業と関連の強いSPA構造というものが増えている。
SPAとは企画から販売までを垂直統合させるものである。
SPA構造の特徴を知り、またユニクロなどアジア進出しているアパレル企業は多く存在
するが、世界にはどう捉えられているのか、撤退することなくこの不況の中を乗り切
らなければならない。

研究目的
・世界的な不況を乗り越えるためにすべき課題の発見
・SPA構造について考える
・日本のアパレル企業が世界で活躍するための課題の発
見

日本アパレルメーカについて
・ファーストリテイリング
ユニクロを運営する会社であり、世界アパレル
専門店
2016年度売上ランキングでも第３位

・ユナイテッドアローズ
収益性の改善にはネット通販売り上げの拡大が
不可欠
と考えており、現在１６％のネット通販売上構
想を２５～３０％まで引き上げる考え

研究方法
・論文、書籍の参考
日本のアパレル企業について、SPA業態について

・ネットや特集番組などの参考


